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1. 事業名及び事業の目的 

1.1 事業名 

公 4-27 日中の貿易・物流における安全対策・環境保護対策に関する調査研究 

 

1.2 事業の目的 

本事業は、日中の貿易・物流における安全対策・環境保護対策について、中国政府

及び中国政府から許可を受けた検査認証機関である中国検験認証集団(CCIC)と共同で

調査研究を行うことにより、日中間の貿易・物流のみならず、世界規模での貿易・物流

の分野で、安全確保・環境保護に貢献することを目的とする。 

 

2. 調査方法 

2.1 2017 年度事業計画 

2017 年度事業計画は、2017 年 8 月 14 日に開催された第１回「日中の貿易・物流にお

ける安全対策・環境保護対策に関する調査研究」推進委員会（以下「日中推進委員会」

という。）において承認された。（添付１） 

 

2.2 日中推進委員会及び日中推進委員会の活動状況 

本事業を推進することを目的とした日中推進員会は、2016 年 9 月 2 日に設置された。

2017 年度は以下の会合が開催され、本事業を的確に推進させるための検討が行われた。 

 

 開催日 議題 

第１回 2017 年 8 月 14 日 ① 推進委員会の規約について 

② 2017 年度事業計画（案）について 

③ 第２回日中技術交流会について 

第２回 2018 年 3 月 26 日 ① 2017 年度事業報告書(案)について 

 

 

2.3 2017 年度事業の総括 

2017 年度は、第１回日中技術交流会(2016 年度)の結果を踏まえ、中国出入境検験検疫

局(CIQ)張家港と第２回日中技術交流会を開催し、情報交換を行い、所要の成果を得るこ

とができた。また、2017 年 12 月 5 日に上海で開催された「日中造船・舶用工業交流会」

（主催：日本舶用工業会）に C-NKKK 上海からも出席し、日中の造船・舶用工業企業と

の技術交流を行った。 

 

イ）第２回日中技術交流会 

第２回日中技術交流会は、2017 年 9月 6日、CIQ 張家港で開催され、中国側は殷副局長、
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劉主任、劉（以上、CIQ）Shao センター長、孫副センター長、厠（以上、CIQ 総合技術セン

ター）馬総経理、張副総経理（以上、CCIC 張家港）、日本側は竹安 1SC センター長、山本分

析センター長、中島 T/L（分析センター）、渡邉（以上、NKKK）及び黄(CNKKK 上海)が出席

した。 

ロ）意見交換 

第１回技術交流会(2017年 3月 14日)で CIQ張家港から提出された質問に対する回答及び

関連する項目に関する日本側からの質問に基づき、「食品分析部門」及び「検査部門」につ

いて意見交換を行った。食品分析部門については、「衛生ロスプリベンション」、「遺伝子組

換え農作物」、「産地認証（同位体測定法）」及び「食用油」並びに「CIQ 張家港分析センタ

ー業務」に関し、検査部門については、「危険物の個品運送」及び「船価鑑定」に関し、そ

れぞれのテーマ毎に意見交換を行った。 

ハ）成果 

CIQ 張家港と「危険物の個品運送に係る検査」に関する意見交換を行った結果、日本の規

制体系について中国側が理解を示すとともに、中国における「危険物の個品運送に係る規

制」の根拠法令等について日本側が確認することができた。 

 

3. 調査研究結果及び考察 

3.1 共同調査研究結果 

 第１回技術交流会(2017 年 3 月 14 日)で CIQ 張家港から提示された様々な分野の質問に

基づき、日本及び中国からそれぞれ紹介・説明を行い、日中間の貿易・物流の分野で、

安全確保・環境保護に貢献することができた。特に、中国における危険物輸送の法体系

について、添付２の情報を収集することができた。 

 

3.2 考察 

  2017 年度は、第１回技術交流会（昨年度）で中国側から提示された質問に日本が回答

するとともに、日本側からも CIQ 張家港に質問を提示し、相互に必要な情報交換を行う

ことができた。特に、2015 年 8 月に発生した天津浜海新区における危険物の爆発事故以

来、中国では危険物輸送の安全規制に努めており、我が国における危険物輸送の法体系

について紹介することにより中国側の理解を得ることができた。また、中国の規制体系

を把握することにより、今後の日中間の危険物輸送における相互理解を深めることがで

きたのは、本事業の大きな成果である。 

 

 

4. まとめ 

2016 年度～2017 年度の事業実施により、以下の成果を得ることができ、所期の目的を

達成したため、本事業は 2017 年度で終了することとした。 
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イ） 協会側の意見集約を行い、日中共同事業について意見交換を行ったところ、中

国政府(CIQ 張家港)が興味を示す項目が明らかになったこと(2016 年度) 

ロ） CIQ 張家港の質問に対応できるよう協会側の体制を見直し、日本側の質問を整

理し、CIQ 張家港と第２回技術交流会を開催したこと(2017 年度) 

ハ） 第２回技術交流会において、危険物の個品輸送に係る日中の規制体系が明らか

にされ、今後の日中間の危険物輸送における相互理解を深めることができたこ

と(2017 年度) 

ニ） 危険物の個品輸送に係る中国の規制体系について、本報告書の別添とし、協会

HP に掲載し、関係者に周知を図ったこと(2017 年度) 

 

 

 

 

5. 添付資料リスト 

 

添付 １ 2016 年度事業計画 

 

添付 ２ 「危険物の個品運送」に係る中国の法規制体系 



事業計画 添付　１　 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

推進委員会の開催

・資料準備

・技術交流会（９月６日）

・資料整理
（事業報告書等）

推進委員会の開催
（2018年度予算案の検
討他）

・調査の実施

共同調査研究

2018年度以降も継続する場合（参考）

第１回 第２回

CIQ 張家港

第２回 第３回
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